
『
０
か
ら
１
を
つ
く
る
～
故

郷
か
ら
世
界
一
へ
の
挑
戦
』

と
題
し
て
特
別
講
演
が
行
わ

れ
た
。

た
。本

大
会
終
了
後
に
は
（
一

財
）
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
の
本

橋
真
理
代
表
理
事
を
講
師
に

そ
の
後
、
岩
田
会
頭
よ
り

北
海
道
開
発
局
、
経
済
産
業

局
、
北
海
道
へ
要
望
書
を
手

交
し
、
一
層
の
協
力
を
求
め

声
を
届
け
る
必
要
が
あ
る
」

と
商
工
会
議
所
の
意
義
を
強

調
し
た
。

加
え
て
「
企
業
の
挑
戦
を

支
え
、
次
世
代
へ
の
橋
渡
し

を
担
う
存
在
と
し
て
皆
様
と

と
も
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
各
地
会
議

所
に
対
し
て
引
き
続
き
支
援

と
協
力
を
求
め
た
。

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し

て
浦
田
経
済
産
業
局
長
、
三

橋
副
知
事
、
辻
直
孝
北
見
市

長
、
日
本
商
工
会
議
所
の
畠

山
一
成
常
務
理
事
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

議
事
で
は
、
景
気
・
経
済

対
策
の
実
行
や
人
手
不
足
へ

の
対
応
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
事
業
活
動
を
支

え
る
環
境
整
備
、
社
会
経
済

活
動
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど

件
の
議
案
と

３
件
の
特
別
提
案
に
つ
い
て

各
地
会
議
所
の
会
頭
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

し
て
中
小
企
業
の
抱
え
る
課

題
や
、
地
域
の
懸
案
事
項
解

決
に
向
け
て
意
見
を
集
約

し
、
関
係
機
関
に
対
す
る
要

望
内
容
を
決
議
す
る
も
の
。

５
日
（
土
）
に
北
見
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
大

会
に
は
、
北
海
道
経
済
産
業

局
の
浦
田
秀
行
局
長
、
三
橋

剛
副
知
事
ら
来
賓
や
道
内
会

議
所
の
会
頭
は
じ
め
、
役
員

議
員
ら
が
出
席
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
北
海
道

商
工
会
議
所
連
合
会
の
岩
田

圭
剛
会
頭
は
、
参
加
者
に
謝

意
を
伝
え
た
後
、
人
材
不
足

や
働
き
方
改
革
、
賃
上
げ
原

資
の
確
保
な
ど
、
経
営
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
に
触
れ
「
商
工
会
議
所
は

環
境
変
化
に
柔
軟
か
つ
迅
速

に
対
応
し
国
や
道
に
会
員
の

開
催
し
、
道
内

商
工
会
議

所
が
地
域
総
合
経
済
団
体
と

本
大
会
は
毎
年
、
商
工
会

議
所
が
所
在
す
る
各
地
域
で

専
門
家
が
具
体
的
な
内
容
は

も
と
よ
り
、
何
か
ら
取
り
組

め
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
ご
相
談
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
事
前
予
約

制
で
す
。
お
申
し
込
み
は
、

地
域
振
興
部
０
１
５
４(

)

４
１
４
３
ま
で
。

北
海
道
事
業
承
継
・
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
北
海

道
経
済
産
業
局
か
ら
委
託
を

受
け
て
開
設
し
て
い
る
公
的

機
関
で
、
事
業
承
継
に
お
悩

み
の
経
営
者
、
後
継
者
に
寄

り
添
っ
て
公
平
中
立
な
立
場

で
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

親
族
内
で
の
承
継
、
従
業

員
・
役
員
へ
の
承
継
、
第
三

者
承
継
（
Ｍ
＆
Ａ
）
に
関
す

る
相
談
に
専
門
家
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
支
援
し
ま
す
。

当
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る

釧
路
サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
、
エ

リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

最
後
に
山
口
氏
は
「
港
が

あ
り
、
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

い
る
釧
路
に
お
い
て
は
、
ま

ず
サ
ー
モ
ン
に
特
化
し
将
来

的
に
は
ウ
ニ
や
ム
ー
ル
貝
な

ど
多
角
的
な
養
殖
事
業
を
展

開
し
て
は
」
と
提
案
し
た
。

間
に
よ
る
自
立
し
た
種
苗
生

産
が
で
き
て
い
る
と
解
説
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
浜
中
町
の

ウ
ニ
や
余
市
町
の
ム
ー
ル
貝

養
殖
や
白
糠
町
の
ホ
タ
テ
ガ

イ
増
殖
な
ど
、
地
域
特
性
を

活
か
し
た
多
様
な
事
業
に
つ

い
て
も
触
れ
た
。

の
安
定
確
保
、
さ
ら
に
は
コ

ス
ト
抑
制
、
差
別
化
の
た
め

の
高
付
加
価
値
化
な
ど
を
指

摘
し
「
特
に
種
苗
生
産
に
か

か
る
設
備
・
餌
代
が
経
費
の

４
分
の
３
を
占
め
て
お
り
、

コ
ス
ト
削
減
が
大
き
な
課

題
」
と
話
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
八
雲
町
の

ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
養
殖
を

成
功
事
例
の
一
つ
と
し
て
紹

介
。
町
の
主
導
で
開
始
後
、

経
験
豊
富
な
研
究
者
と
の
協

働
に
よ
り
種
苗
の
安
定
供
給

に
成
功
し
、
今
年
度
か
ら
民

で
大
き
く
減
少
し
て
い
る
現

状
と
、
海
水
温
の
上
昇
に
よ

り
釧
路
で
も
多
く
獲
れ
て
い

た
サ
バ
や
イ
ワ
シ
、
サ
ン
マ

な
ど
が
減
る
一
方
、
ブ
リ
や

フ
グ
な
ど
道
民
に
な
じ
み
の

薄
い
魚
種
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。

続
い
て
、
道
内
に
お
け
る

海
中
養
殖
事
業
の
現
状
に
つ

い
て
、
病
気
に
強
く
成
長
の

良
い
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
が

主
流
に
な
っ
て
い
る
と
解

説
。
課
題
と
し
て
は
、
大
規

模
化
へ
の
ハ
ー
ド
ル
や
種
苗

当
所
水
産
部
会
（
笹
谷
智

貴
部
会
長
）
が
担
当
す
る
議

員
例
会
を
３
日
（
木
）
正
午

よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
に
て
開
催
し
、
役
員
議
員

ら
約

人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
（
一
社
）
北
海

道
水
産
会
の
山
口
修
司
代
表

理
事
副
会
長
を
講
師
に
招
き

『
水
産
養
殖
事
業
の
現
状
と

今
後
～
事
業
化
・
商
業
化
へ

向
け
て
～
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
山
口
氏
は
北
海
道

の
漁
業
生
産
が
過
去

年
間

た
い
」
と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
昨
年
度
の
事

業
報
告
や
収
支
決
算
、
今
年

度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算

が
承
認
さ
れ
た
。

事
業
計
画
で
は
、
昨
年
度

実
施
し
た
土
地
利
用
等
実
態

調
査
や
研
究
会
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
今
年
度
も

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

当
所
と
㈱
ま
ち
づ
く
り
釧

路
が
運
営
す
る
釧
路
市
中
心

市
街
地
活
性
化
協
議
会
（
会

長
・
栗
林
定
正
会
頭
）
の
総

会
が
、
６
月

日
（
月
）
午

後
３
時
に
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員

や
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
ら
約

人

が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
栗
林
会
長
は
現
在

釧
路
市
が
釧
路
都
心
部
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
推
進
す
る
た

め
の
調
査
を
進
め
て
い
る
こ

と
に
触
れ
「
協
議
会
と
し
て

は
、
運
営
委
員
会
内
に
設
置

し
た
研
究
会
で
ま
ち
の
賑
わ

い
づ
く
り
に
向
け
た
検
討
を

は
じ
め
、
参
画
者
の
声
を
届

け
る
た
め
、
活
動
し
て
い
き

業
の
進
捗
や
今
後
の
展
開
を

協
議
し
た
ほ
か
、
隣
接
す
る

ク
ア
ン
ナ
ム
省
と
の
合
併
に

伴
う
行
政
組
織
の
再
編
な
ど

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

翌
日
に
は
、
ダ
ナ
ン
市
が

管
理
す
る
ト
ク
ア
ン
漁
港
を

訪
問
。
２
０
１
７
年
に
同
事

業
で
導
入
し
た
海
水
電
解
殺

菌
装
置
の
現
況
を
調
査
し

た
。ま

た
、
今
回
か
ら
ト
レ
ー

ナ
ー
育
成
研
修
と
し
て
人
材

育
成
計
画
の
作
成
支
援
を
開

始
。
研
修
生
は
ｅ
―
ラ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

各
人
が
研
修
対
象
や
目
的
に

沿
っ
て
自
由
に
教
材
動
画
を

組
み
合
せ
て
実
施
で
き
る
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試
行

準
備
を
実
施
し
た
。

を
目
指
し
事
業
を
行
っ
て
い

る
。こ

れ
ま
で
の
活
動
で
は
、

釧
路
で
の
研
修
を
含
め
、
鮮

度
保
持
、
加
工
、
水
産
業
を

支
え
る
工
業
技
術
、
市
場
ニ

ー
ズ
の
把
握
な
ど
幅
広
い
分

野
の
講
義
や
演
習
を
実
施
し

て
き
た
ほ
か
、
そ
れ
ら
を
動

画
と
し
て
記
録
し
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
利
用
で
き
る
ｅ
―
ラ

ー
ニ
ン
グ
教
材
の
整
備
を
進

め
て
き
た
。

今
回
の
渡
航
で
は
、
６
月


日
（
月
）
か
ら

日(

土)

に
当
所
と
釧
路
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
ダ
ナ
ン
市

を
訪
れ
、
現
地
の
受
け
入
れ

機
関
で
あ
る
農
業
資
源
環
境

省
と
の
事
業
運
営
会
議
、
ト

レ
ー
ナ
ー
育
成
研
修
な
ど
を

行
っ
た
。

事
業
運
営
会
議
で
は
、
事

獲
か
ら
販
売
ま
で
の
水
産
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す

る
各
段
階
の
指
導
者
（
＝
ト

レ
ー
ナ
ー
）
を
育
成
し
、
継

続
可
能
な
教
育
体
制
の
構
築

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
受
託
し
て

い
る
『
ベ
ト
ナ
ム
国
水
産
都

市
ダ
ナ
ン
を
け
ん
引
す
る
人

材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で

は
、
ダ
ナ
ン
市
に
お
け
る
漁

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内

マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模

事
業
者
の
経
営
改
善
に
必
要

な
資
金
を
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
が
無
担
保
・
無
保
証

人
、
低
金
利
で
融
資
す
る
制

度
で
す
。

制
度
の
利
用
に
は
、
商
工

会
議
所
へ
経
営
相
談
し
た
上

で
推
薦
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

融
資
限
度
額
２
０
０
０
万

円
（
１
日
現
在
利
率
１
・
８

％
）
で
、
返
済
期
間
は

年

以
内
（
う
ち
据
置
期
間
２
年

以
内
）
で
す
。

詳
し
い
融
資
条
件
な
ど

は
、
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第1389号
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釧路市大町１丁目１番１
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第

回
全
道
商
工
会
議
所
大
会
が
４
日
（
金
）
、
５
日
（
土
）
に
北
見
市
で
開
催
さ

れ
、
全
道
各
地
か
ら
約
４
２
０
人
が
集
結
し
た
。
議
事
で
は
、
北
海
道
の
持
続
的
な
発

展
を
図
る
た
め
に
提
案
さ
れ
た
議
案

件
と
特
別
提
案
３
件
を
承
認
し
、
国
や
北
海
道

に
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

関係機関に要望書を手交した全道大会

養殖事業の現状や課題を解説する山口氏

地
域
課
題
の
解
決
へ
決
議

全

道

商

工

会
議
所
大
会

北
見
市
で
開
催

水
産
養
殖
の
今
後
説
く

第

回
議
員
例
会

山
口
氏
が
講
演

事
業
承
継･

引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
を

ご
案
内
コ
ー
ナ
ー

指導者育成次の段階へ
Ｊ Ｉ Ｃ Ａ
草の根事業 計画作成を支援

今
年
度
事
業
な
ど
を
承
認

中
心
市
街
地
活
性
化
協

総
会
を
開
催６月日に開催した総会

トレーナー育成研修を受ける研修生

５ ２０２５年（令和７年）７月１５日（火曜日） （第三種郵便物認可）


